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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基部と、前記基部に配置された第一係合部と、前記第一係合部に相対するように前記基
部に配置された第二係合部とを備え、
　前記基部は、第一凹状円弧形壁面、第二凹状円弧形壁面および第三凹状円弧形壁面を有
し、前記第一凹状円弧形壁面の一端は前記第二凹状円弧形壁面の一端に連結され、前記第
一凹状円弧形壁面の他端と前記第二凹状円弧形壁面の他端とは前記第三凹状円弧形壁面の
両端に連結されるため、前記第一凹状円弧形壁面と前記第三凹状円弧形壁面との間に前記
第一係合部が形成され、前記第二凹状円弧形壁面と前記第三凹状円弧形壁面との間に前記
第二係合部が形成され、前記第一係合部と前記第二係合部との間は繋がることを特徴とす
る連結ユニット。
【請求項２】
　前記基部は、さらに凸状円弧形壁面を有し、前記凸状円弧形壁面は前記第一係合部と前
記第二係合部の一側面に背いて前記第三凹状円弧形壁面に連結され、かつ円弧度が前記第
三凹状円弧形壁面と同じであり、前記凸状円弧形壁面は一対の嵌合溝と、それに接する嵌
合部とを有し、前記嵌合部と前記嵌合溝とは相互に対応することを特徴とする請求項１に
記載の連結ユニット。
【請求項３】
　基部と、前記基部に配置された第一係合部と、前記第一係合部に相対するように前記基
部に配置された第二係合部とを備え、前記第一係合部と前記第二係合部とは、前記基部の
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両端に連結され、かつ前記基部の同じ側面に位置付けられる連結ユニットと、
　第一収納ボックスと、
　第二収納ボックスとを備え、
　前記第一収納ボックスは、第一筐体および第一蓋体を有し、前記第一筐体は第一収納口
と、前記第一収納口に環状に配置された第一下方突出辺部とを有し、前記第一蓋体は前記
第一筐体の前記第一収納口を遮蔽し、かつ第一上方突出辺部を有し、前記第一上方突出辺
部は前記第一筐体の前記第一下方突出辺部に着脱可能なように嵌合され、
　前記第二収納ボックスは、前記第一収納ボックスの下方に位置付けられ、第二筐体およ
び第二蓋体を有し、前記第二筐体は第二収納口と、前記第二収納口に環状に配置された第
二下方突出辺部とを有し、前記第二蓋体は前記第二筐体の前記第二収納口を遮蔽し、前記
第一収納ボックスの前記第一筐体の底部を支え、かつ第二上方突出辺部を有し、前記第二
上方突出辺部は前記第二筐体の前記第二下方突出辺部に着脱可能なように嵌合され、
　前記連結ユニットは、前記第一係合部が前記第一収納ボックスの前記第一蓋体の前記第
一上方突出辺部に着脱可能なように嵌合され、前記第二係合部が前記第二収納ボックスの
前記第二筐体の前記第二下方突出辺部に着脱可能なように嵌合されることを特徴とするボ
ックス型収納ケース。
【請求項４】
　基部と、前記基部に配置された第一係合部と、前記第一係合部に相対するように前記基
部に配置された第二係合部とを備え、前記基部は、第一凹状円弧形壁面、第二凹状円弧形
壁面および第三凹状円弧形壁面を有し、前記第一凹状円弧形壁面の一端は前記第二凹状円
弧形壁面の一端に連結され、前記第一凹状円弧形壁面の他端と前記第二凹状円弧形壁面の
他端とは前記第三凹状円弧形壁面の両端に連結されるため、前記第一凹状円弧形壁面と前
記第三凹状円弧形壁面との間に前記第一係合部が形成され、前記第二凹状円弧形壁面と前
記第三凹状円弧形壁面との間に前記第二係合部が形成され、前記第一係合部と前記第二係
合部との間は繋がる連結ユニットと、
　第一収納ボックスと、
　第二収納ボックスとを備え、
　前記第一収納ボックスは、第一筐体および第一蓋体を有し、前記第一筐体は第一収納口
と、前記第一収納口に環状に配置された第一下方突出辺部とを有し、前記第一蓋体は前記
第一筐体の前記第一収納口を遮蔽し、かつ第一上方突出辺部および第一片状円弧形延長部
を有し、前記第一上方突出辺部は前記第一筐体の前記第一下方突出辺部に着脱可能なよう
に嵌合され、前記第一片状円弧形延長部は、前記第一上方突出辺部から前記第一筐体の方
向に伸び、
　前記第二収納ボックスは、前記第一収納ボックスの一側に据えられ、第二筐体および第
二蓋体を有し、前記第二筐体は第二収納口と、前記第二収納口に環状に配置された第二下
方突出辺部とを有し、前記第二蓋体は前記第二筐体の前記第二収納口を遮蔽し、かつ第二
上方突出辺部および第二片状円弧形延長部を有し、前記第二上方突出辺部は前記第二筐体
の前記第二下方突出辺部に着脱可能なように嵌合され、前記第二片状円弧形延長部は、前
記第二上方突出辺部から前記第二筐体の方向に伸び、
　前記連結ユニットは、前記第一係合部が前記第一収納ボックスの前記第一蓋体の前記第
一片状円弧形延長部に嵌合され、前記第二係合部が前記第二収納ボックスの前記第二蓋体
の前記第二片状円弧形延長部に嵌合されることを特徴とするボックス型収納ケース。
【請求項５】
　前記連結ユニットは、さらに凸状円弧形壁面を有し、前記凸状円弧形壁面は前記第一係
合部と前記第二係合部の一側面に背いて前記第三凹状円弧形壁面に連結され、かつ円弧度
が前記第三凹状円弧形壁面と同じであり、前記凸状円弧形壁面は一対の嵌合溝と、それに
接する嵌合部とを有し、前記嵌合部と前記嵌合溝とは相互に対応することを特徴とする請
求項４に記載のボックス型収納ケース。
【請求項６】
　基部と、前記基部に配置された第一係合部と、前記第一係合部に相対するように前記基
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部に配置された第二係合部とを備え、前記基部は、第一長側辺、第二長側辺、第一短側辺
、第二短側辺および仕切り壁を有し、前記第二長側辺は前記第一長側辺に相対し、前記第
一短側辺は前記第一長側辺および前記第二長側辺を連結し、前記第二短側辺は前記第一短
側辺に相対し、前記第一長側辺および前記第二長側辺を連結し、前記仕切り壁は前記第一
長側辺と前記第二長側辺との間に位置付けられ、前記第一短側辺および前記第二短側辺を
連結するため、前記第一長側辺、前記第一短側辺、前記第二短側辺と前記仕切り壁との間
に前記第一係合部が形成され、前記第二長側辺、前記第一短側辺、前記第二短側辺と前記
仕切り壁との間に前記第二係合部が形成される連結ユニットと、
　第一収納ボックスと、
　第二収納ボックスとを備え、
　前記第一収納ボックスは、第一筐体および第一蓋体を有し、前記第一筐体は第一収納口
と、前記第一収納口に環状に配置された第一下方突出辺部とを有し、前記第一蓋体は前記
第一筐体の前記第一収納口を遮蔽し、かつ第一上方突出辺部および第一片状矩形延長部を
有し、前記第一上方突出辺部は前記第一筐体の前記第一下方突出辺部に着脱可能なように
嵌合され、前記第一片状矩形延長部は、前記第一上方突出辺部から前記第一筐体の方向に
伸び、
　前記第二収納ボックスは、前記第一収納ボックスに接するように並んで、第二筐体およ
び第二蓋体を有し、前記第二筐体は第二収納口と、前記第二収納口に環状に配置された第
二下方突出辺部とを有し、前記第二蓋体は前記第二筐体の前記第二収納口を遮蔽し、かつ
第二上方突出辺部および第二片状矩形延長部を有し、前記第二上方突出辺部は前記第二筐
体の前記第二下方突出辺部に着脱可能なように嵌合され、前記第二片状矩形延長部は、前
記第二上方突出辺部から前記第二筐体の方向に伸び、
　前記連結ユニットは、前記第一係合部が前記第一収納ボックスの前記第一蓋体の前記第
一片状矩形延長部に嵌合され、前記第二係合部が前記第二収納ボックスの前記第二蓋体の
前記第二片状矩形延長部に嵌合されることを特徴とするボックス型収納ケース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、収納ケースに関し、詳しくは連結ユニットおよびそれを使用するボックス型
収納ケースに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　物を整理する際、収納ボックスを使用することが最も簡単で速い方法である。物の数が
増えれば収納ボックスが増える。収納ボックスがある程度の数に達すると、収納ボックス
に取られる空間を減らすには二つか三つの収納ボックスを重ねて置くことは一般的である
。
【０００３】
　従来の設計は、二つの隣り合う収納ボックスの間の固定効果があまりよくないため、重
なった収納ボックスは外力（例えば子供が収納ボックスに登ること）が原因で崩れること
が起こりやすく、周りの人に怪我をさせてしまう可能性がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、二つの隣り合う収納ボックスをしっかり連結し、構造の安定性を向上させ、
収納ボックスの崩れを抑制することが可能な連結ユニットを提供することを主な目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上述した課題を解決するため、連結ユニットは基部、第一係合部および第二係合部を備
える。第一係合部は基部に配置される。第二係合部は第一係合部に相対するように基部に
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配置される。
【０００６】
　本発明の第１実施形態において、連結ユニットの第一係合部および第二係合部は基部の
同じ側面に位置付けられる。第一係合部は基部の先端に連結される。第二係合部は基部の
底部に連結される。連結ユニットは第一係合部が第一収納ボックスと係合し、第二係合部
が第二収納ボックスと係合することによって第一収納ボックスと第二収納ボックスを重ね
て連結することができる。
【０００７】
　本発明の第２実施形態において、連結ユニットの基部は第一凹状円弧形壁面、第二凹状
円弧形壁面および第三凹状円弧形壁面を有する。第一凹状円弧形壁面の一端は第二凹状円
弧形壁面の一端に連結され、第一凹状円弧形壁面の他端と第二凹状円弧形壁面の他端とは
第三凹状円弧形壁面の両端に連結されるため、第一凹状円弧形壁面と第三凹状円弧形壁面
との間に第一係合部が形成され、第二凹状円弧形壁面と第三凹状円弧形壁面との間に第二
係合部が形成される。連結ユニットは第一係合部が第一収納ボックスと係合し、第二係合
部が第二収納ボックスと係合することによって第一収納ボックスと第二収納ボックスを左
右に並べて連結することができる。
【０００８】
　本発明の第３実施形態において、連結ユニットの基部は第一長側辺、第二長側辺、第一
短側辺、第二短側辺および仕切り壁を有する。第二長側辺は第一長側辺に相対する。第一
短側辺は第一長側辺および第二長側辺を連結する。第二短側辺は第一短側辺に相対し、第
一長側辺および第二長側辺を連結する。仕切り壁は第一長側辺と第二長側辺との間に位置
付けられ、第一短側辺および第二短側辺を連結するため、第一長側辺、第一短側辺、第二
短側辺と仕切り壁との間に第一係合部が形成され、第二長側辺、第一短側辺、第二短側辺
と仕切り壁との間に第二係合部が形成される。連結ユニットは第一係合部が第一収納ボッ
クスと係合し、第二係合部が第二収納ボックスと係合することによって第一収納ボックス
と第二収納ボックスを左右に並べて連結することができる。
【０００９】
　本発明による連結ユニットおよびそれを使用するボックス型収納ケースの詳細な構造、
特徴、組み立てまたは使用方法は、以下の実施形態の詳細な説明を通して明確にする。ま
た、以下の詳細な説明および本発明により提示された実施形態は本発明を説明するための
一例に過ぎず、本発明の請求範囲を限定できないことは、本発明にかかわる領域において
常識がある人ならば理解できるはずである。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明による第一収納ボックスおよび第二収納ボックスを示す分解斜視図である
。
【図２】本発明の第１実施形態による連結ユニットを示す斜視図である。
【図３】本発明の第１実施形態によるボックス型収納ケースを示す斜視図である。
【図４】本発明の第１実施形態によるボックス型収納ケースの一部分を示す断面図である
。
【図５】本発明の第２実施形態による連結ユニットを示す斜視図である。
【図６】本発明の第２６実施形態によるボックス型収納ケースの一部分を示す分解斜視図
である。
【図７】本発明の第２実施形態による連結ユニットの使用状態を示す斜視図である。
【図８】本発明の第２実施形態による連結ユニットが相互に合わさる状態下での第一収納
ボックスおよび第二収納ボックスの一部分を示す分解斜視図である。
【図９】図８中の９－９線に沿った断面図である。
【図１０】本発明の第３実施形態による連結ユニットを示す斜視図である。
【図１１】本発明の第３実施形態によるボックス型収納ケースの一部分を示す分解斜視図
である。
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【図１２】本発明の第３実施形態によるボックス型収納ケースの一部分を示す平面図であ
る。
【図１３】図１２中の１３－１３線に沿った断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１に示すように、ボックス型収納ケース１０は第一収納ボックス２０および第二収納
ボックス３０を備える。第一収納ボックス２０は第一筐体２１および第一蓋体２２を有す
る。第一筐体２１は第一収納口２３と、第一収納口２３に環状に配置された第一下方突出
辺部２４とを有する。第一蓋体２２は第一上方突出辺部２５を有する。第一蓋体２２は第
一上方突出辺部２５が第一筐体２１の第一下方突出辺部２４に嵌合されることによって第
一筐体２１の第一収納口２３を遮蔽する。第一蓋体２２は二つの相対する第一片状円弧形
延長部２６と、二つの相対する第一片状矩形延長部２７とを有する。第一片状円弧形延長
部２６は第一上方突出辺部２５の隅に位置し、かつ第一上方突出辺部２５から第一筐体２
１の方向へ伸びる。第一片状矩形延長部２７は第一上方突出辺部２５の側面に位置し、か
つ第一上方突出辺部２５から第一筐体２１の方向へ伸びる。第二収納ボックス３０の構造
は第一収納ボックス２０の構造と同じである。つまり、第二収納ボックス３０は第二筐体
３１および第二蓋体３２を有する。第二筐体３１は第二収納口３３と、第二収納口３３に
環状に配置された第二下方突出辺部３４とを有する。第二蓋体３２は第二上方突出辺部３
５を有する。第二蓋体３２は第二上方突出辺部３５が第二筐体３１の第二下方突出辺部３
４に嵌合されることによって第二筐体３１の第二収納口３３を遮蔽する。第二蓋体３２は
二つの相対する第二片状円弧形延長部３６と、二つの相対する第二片状矩形延長部３７と
を有する。第二片状円弧形延長部３６は第二上方突出辺部３５の隅に位置し、かつ第二上
方突出辺部３５から第二筐体３１の方向へ伸びる。第二片状矩形延長部３７は第二上方突
出辺部３５の側面に位置し、かつ第二上方突出辺部３５から第二筐体３１の方向へ伸びる
。
【００１２】
　　　（第１実施形態）
　図２に示すように、本発明によるボックス型収納ケース１０はさらに連結ユニット４０
を備える。第１実施形態において、連結ユニット４０は基部４１、第一係合部４２および
第二係合部４３を有する。第一係合部４２は基部４１の先端に垂直に連結される。第二係
合部４３は基部４１の底部に垂直に連結される。第一係合部４２および第二係合部４３は
基部４１の同じ側面に位置付けられる。基部４１から外側に伸びた第一係合部４２の長さ
は基部４１から外側に伸びた第二係合部４３の長さより大きい。
【００１３】
　図３および図４に示すように、第一収納ボックス２０、第二収納ボックス３０および連
結ユニット４０を組み合わせて使用する際、第一収納ボックス２０と第二収納ボックス３
０を重ね、第二収納ボックス３０の第二蓋体３２で第一収納ボックス２０の第一筐体２１
の底部を支える。続いて、連結ユニット４０の第一係合部４２と第一収納ボックス２０の
第一蓋体２２の第一上方突出辺部２５と嵌め合わせ、連結ユニット４０の第二係合部４３
と第二収納ボックス３０の第二筐体３１の第二下方突出辺部３４とを嵌め合わせれば、第
一収納ボックス２０と第二収納ボックス３０とを重ねて組み立てることができる。
【００１４】
　　　（第２実施形態）
　図５に示すように、本発明の第２実施形態において、連結ユニット５０の基部５８は第
一凹状円弧形壁面５１、第二凹状円弧形壁面５２および第三凹状円弧形壁面５３を有する
。第一凹状円弧形壁面５１の一端は第二凹状円弧形壁面５２の一端に連結され、第一凹状
円弧形壁面５１の他端と第二凹状円弧形壁面５２の他端とは第三凹状円弧形壁面５３の両
端に連結されるため、第一凹状円弧形壁面５１と第三凹状円弧形壁面５３との間に第一係
合部５４ａ（図中の差込溝）が形成され、第二凹状円弧形壁面５２と第三凹状円弧形壁面
５３との間に第二係合部５４ｂ（図中の差込溝）が形成される。第一係合部５４ａと第二
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係合部５４ｂとの間は繋がる。連結ユニット５０の基部５８はさらに凸状円弧形壁面５５
を有する。凸状円弧形壁面５５は第一係合部５４ａと第二係合部５４ｂの一側面に背いて
第三凹状円弧形壁面５３に連結され、かつ円弧度が第三凹状円弧形壁面５３と同じである
。凸状円弧形壁面５５は一対の嵌合溝５６と、嵌合溝５６に接する嵌合部５７とを有する
。嵌合部５７と嵌合溝５６とは相互に対応する。
【００１５】
　図６に示すように、第一収納ボックス２０、第二収納ボックス３０および連結ユニット
５０を組み合わせて使用する際、連結ユニット５０の第一係合部５４ａと第一収納ボック
ス２０の第一蓋体２２の第一片状円弧形延長部２６とを嵌め合わせ、連結ユニット５０の
第二係合部５４ｂと第二収納ボックス３０の第二蓋体３２の第二片状円弧形延長部３６と
を嵌め合わせれば、第一収納ボックス２０と第二収納ボックス３０を左右に並べて組み立
てることができる。
【００１６】
　第一収納ボックス２０と第二収納ボックス３０は左右に並ぶとは限らず、図７から図９
に示すように前後に並んでもよい。まず、二つの連結ユニット５０を用意し、そのうちの
一つの連結ユニット５０を１８０度回転させ、そののち二つの連結ユニット５０の嵌合溝
５６と嵌合部５７とを交差に嵌め合わせる。続いて第一収納ボックス２０の第一蓋体２２
の第一片状円弧形延長部２６を二つの連結ユニット５０の第一係合部５４ａに差し込み、
第二収納ボックス３０の第二蓋体３２の第二片状円弧形延長部３６を二つの連結ユニット
５０の第二係合部５４ｂに差し込めば、第一収納ボックス２０と第二収納ボックス３０を
前後に並べて組み立てることができる。詳しく言えば、二つの連結ユニット５０の嵌合関
係により、二つの第一収納ボックス２０と二つの第二収納ボックス３０を前後および左右
に並べて組み立てることができる。
【００１７】
　図１０に示すように、本発明の第３実施形態において、連結ユニット６０の基部６８は
第一長側辺６１、第二長側辺６２、第一短側辺６３、第二短側辺６４および仕切り壁６５
を有する。第二長側辺６２は第一長側辺６１に相対する。第一短側辺６３は第一長側辺６
１および第二長側辺６２を連結する。第二短側辺６４は第一短側辺６３に相対し、第一長
側辺６１および第二長側辺６２を連結する。仕切り壁６５は第一長側辺６１と第二長側辺
６２との間に位置付けられ、第一短側辺６３および第二短側辺６４を連結するため、第一
長側辺６１、第一短側辺６３、第二短側辺６４と仕切り壁６５との間に第一係合部６６（
図中の差込溝）が形成され、第二長側辺６２、第一短側辺６３、第二短側辺６４と仕切り
壁６５との間に第二係合部６７（図中の差込溝）が形成される。
【００１８】
　図１１から図１３に示すように、第一収納ボックス２０、第二収納ボックス３０および
連結ユニット６０を組み合わせて使用する際、連結ユニット６０の第一係合部６６と第一
収納ボックス２０の第一蓋体２２の第一片状矩形延長部２７とを嵌め合わせ、連結ユニッ
ト６０の第二係合部６７と第二収納ボックス３０の第二蓋体３２の第二片状矩形延長部３
７とを嵌め合わせれば、第一収納ボックス２０と第二収納ボックス３０を左右に並べて組
み立てることができる。
【００１９】
　上述をまとめてみると、本発明は連結ユニット４０、５０、６０を別々にまたは一緒に
使用することによって二つまたは二つ以上の第一収納ボックス２０および第二収納ボック
ス３０を重ね、左右または前後に並べて組み立てるため、組み立てた後の全体構造の安定
性を向上させ、かつ収納ボックスの崩れやすいという問題を解決することができる。
【符号の説明】
【００２０】
　１０：ボックス型収納ケース、　
　２０：第一収納ボックス、　
　２１：第一筐体、　
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　２２：第一蓋体、　
　２３：第一収納口、　
　２４：第一下方突出辺部、　
　２５：第一上方突出辺部、　
　２６：第一片状円弧形延長部、　
　２７：第一片状矩形延長部、　
　３０：第二収納ボックス、　
　３１：第二筐体、　
　３２：第二蓋体、　
　３３：第二収納口、　
　３４：第二下方突出辺部、　
　３５：第二上方突出辺部、　
　３６：第二片状円弧形延長部、　
　３７：第二片状矩形延長部、　
　４０：連結ユニット、　
　４１：基部、　
　４２：第一係合部、　
　４３：第二係合部、　
　５０：連結ユニット、　
　５１：第一凹状円弧形壁面、　
　５２：第二凹状円弧形壁面、　
　５３：第三凹状円弧形壁面、　
　５４ａ：第一係合部、　
　５４ｂ：第二係合部、　
　５５：凸状円弧形壁面、　
　５６嵌合溝、　
　５７：嵌合部、　
　５８：基部、　
　６０：連結ユニット、　
　６１：第一長側辺、　
　６２：第二長側辺、　
　６３：第一短側辺、　
　６４：第二短側辺、　
　６５：仕切り壁、　
　６６：第一係合部、　
　６７：第二係合部、　
　６８：基部
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